















　The project ［Presentation of Financial Statement］ is included inside a Joint project which 
IASB and FASB aims for an international convergence of the accounting standards.
　In this project the current term of Profit or Loss as measure of business achievements 
has been deleted and considered repeatedly a revolutionary suggestion which places the 
comprehensive income instead of it.
　Adjustment concerning the concept of the Japanese standard which regards as the most 
important factor the profit or loss as a measure of business achievements besides the concept 
of IFRS which abbreviates the profit and loss conceptions into the term the comprehensive 
income is one of the issues concerning an IFRS introduction.
　In this thesis I am trying to compare and study the introduced standards of comprehensive 
income which is issued officially with the combination of IASB and FASB international 
convergence in terms of developing IFRS.
キーワード：包括利益、コンバージェンス、共同プロジェクト、当期純利益、財務諸表の表示
Keywords：Comprehensive income, Convergence, Joint project, Profit or Loss, Presentation of 
Financial Statement
大阪産業大学経営論集　第 13 巻　第 1 号
（2）2
序論
　国際会計基準審議会（International Accounting Standards Board；以下、IASB）とア
メリカの財務会計基準審議会（Financial Accounting Standards Board；以下、FASB）
の共同プロジェクトの一つである「財務諸表の表示」プロジェクトでは、企業の業績尺度




　 す な わ ち、2011年 ６ 月16日、IASB は、 財 務 報 告 基 準（International Financial 
Reporting Standards；以下、IFRS）で「その他の包括利益項目の表示」に関する新会計
基準として、「財務諸表の表示－ IAS 第1号の改訂」（以下、「IASB 新基準」）を公表し
た。また、同日、アメリカの財務会計基準審議会（以下、FASB）でも、会計基準更新書
第2011−05「Topic220包括利益：包括利益の表示」（以下、「FASB 新基準」）を公表した。
FASB も IASB も今回の新基準では、包括利益の表示方式として損益計算書と包括利益計








































































ギリス ASB））は、1992年10月に財務報告基準書（Financial Reporting Statement; FRS）
第３号「財務業績の報告（Reporting Financial Performance）」（FRS 3）を公表し、主要










に財務会計基準書（Statement of Financial Accounting Standards; SFAS）第130号「包括
利益の報告（Reporting Comprehensive Income）」を公表し、「包括利益計算書（Statement 
of Comprehensive Income）」の作成を提案し容認している。



































　イギリス ASB は、1990年８月、会計基準委員会（Accounting Standards Committee; 
ASC）に代わって、新しい会計基準設定機関となり、1991年12月、公開草案（Financial 
Reporting Exposure Draft; FRED）第1号として ｢ 財務諸表の構造：財務業績の報告（The 
structure of financial statement: reporting of financial performance）｣（FRED 1）を提案
した。1992年10月に公表した FRS 3においては「総認識利得損失計算書」及び株主資金変






示方法を考察するために、1995年９月には包括利益プロジェクト（Project on Reporting 






















会（International Accounting Standards Committee; IASC） は、1997年、 国 際 会 計 基
準（International Accounting Statement; IAS）第1号「財務諸表の表示（Presentation 
of Financial Statements）」を公表し、財務業績の報告方法を規定した。また、1998
年、Ｇ４＋15は、財務業績の報告に関して、「財務業績報告：現在の動向と将来の方向












　その後、2001年1月、国際会計基準の設定主体が IASC から IASB へ変更されてから
も財務業績報告は IASB によって財務報告主要論点の一つとして議論が続けられた。そ
れは、「企業の財務業績を財務諸表にどのように表示するか」を検討することを目的と
する IASB の「財務業績報告プロジェクト」としてイギリスの ASB との共同で進められ
た。この「財務業績報告プロジェクト」の名称は、その後、「包括利益報告（Reporting 
comprehensive income）」へ変更され、現在は「財務諸表の表示（Financial Statement 



























































　このフェーズ A の結果を受け、IASB は、2007年９月、（改訂 IAS 1号）の改訂を公表し、
包括利益計算書の開示が義務付けられた。特に、これまでボトムラインであった当期純利
益を内訳項目として維持しながら、最終的ボトムラインは包括利益で統一することを義務
















備的見解（Preliminary View on Financial Statement Presentation）（以下、討議資料）」
を公表した。この討議資料では、財務諸表の表示目的について、次のように述べている
（FASB/IASB［2008］，pars．S3, 2．5−2．13）。すなわち、①企業の経済活動について財務















































は、公開草案（ED）「その他の包括利益項目の開示（Presentation of Items of Other 
Comprehensive Income）－ IAS 第1号改訂案－」を公表し、また、FASB は、会計基準
更新書案（Accounting Standards Update: ASU（公開草案））「Topic220包括利益：包括









及び OCI（Statement of Profit or Loss and Other Comprehensive Income）」に変更す



























































220-10-４5-1）。FASB の新基準及び IASB の新基準は、損益計算書と包括利益計算書の共
存を認める２計算書方式を選択として残すことを決定した。
（財務諸表の名称）
　IASB 新基準では、これまでの1つの包括利益計算書を「当期純利益及び OCI 計算書」
と呼んでいる（IASB［2011］par．10）。新会計基準では、財務諸表の名称を使用すること
























２．FASB と IASB の比較と課題
　2010年公開草案では、包括利益の表示方式について２計算書方式を廃止し、1計算書








































































































ついても IASB より明確に整理されている。IASB は包括利益や当期純利益という基礎概
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